
2023 年 9 月 28 日 
九州電力株式会社 

 

玄海原子力発電所通報連絡訓練（要素訓練）について 

 

 
１．日 時   2023 年 9 月 25 日（月） 16 時 00 分 ～ 17 時 30 分（実績） 
 
２．訓練内容   

（１）概 要 
   事業者防災業務計画に定める原子力防災訓練の要素訓練として、通報連絡に関する対応の習

熟を図るために実施。 

（２）目 的 
    〇社内及び社外関係機関への連絡に関する訓練として、今回は以下を目的として実施した。 

① 基準及び要領等に基づく通報連絡手順の確認 
② 通報連絡事象発生時に的確かつ迅速に連絡できることの確認 

    （ＥＡＬに基づく通報連絡事象発生時の対応等） 
③ 一斉ＦＡＸ装置の故障を想定し、ＩＰ－ＦＡＸ（衛星回線）を用いたＦＡＸ通信ができ

ることの確認（第７報のみ） 
④ これまでの訓練から得られた改善事項の確認 

・EAL 該当事象の発生時刻や EAL の判断時刻を一元的に管理する一覧表を作成する。 
・通報連絡文の記載内容を確認するポイントを整理し作成ブースに掲示する。 
・通報連絡文へ記載すべき内容の認識の統一を図る。 
・上記の点を個別教育等で周知を図るとともに、要素訓練等を通じて通報連絡文作成の
習熟を図る。  

（３）原子力規制庁殿への通報連絡にあたっての当社のルール 
   〇異常時   
    連 絡 者：第 1報を発電所、第 2 報以降は東京支社より連絡 

ただし、第 2 報以降であっても第 1 報と関係性のない事象は、新たな通報連絡
対象事象として扱い発電所から連絡 

    連 絡 先：事故対処室 
連絡方法：迅速な連絡を行う観点から、電話による口頭連絡を優先し、情報の連絡を確実と

するためＦＡＸを送信（ＦＡＸの着信確認は原則実施しない） 
   〇非常時（原災法に基づく警戒事象発生、特定事象発生の連絡） 

連 絡 者：警戒事象又は特定事象のＦＡＸ送信は発電所から実施し、ＦＡＸ後の電話連絡
（着信確認）は、警戒事象及び特定事象の第１報を発電所から実施し、特定事象
第２報以降の後報を本店から実施 

    連 絡 先：緊急事案対策室 
連絡方法：事業者防災業務計画に基づき、ＦＡＸを送信し、電話により連絡又は着信確認を

行う 
 
３．訓練結果 
   現在訓練実績の整理中であるが、これまでのところ以下の気づきが得られていることから、Ｆ

ＡＸ送信に特化した訓練による検証も視野に入れ、改善策の検討を行う予定。 
① 一部の通報連絡先へのＦＡＸ到達に時間を要した 
② ＥＡＬ事象判断からＦＡＸ送信までの時間が長いケースあり 
（ＦＡＸ毎に送信完了レポートを確認後、次のＦＡＸを送信しているが、第４報以降は送信完

了レポートが出てくるまでに時間がかかったため、ＦＡＸの送信が遅れた） 
③ ＦＡＸ送信者（発電所）とＦＡＸ受信者（本店）との密なやり取りができていなかった 

 
４．添 付 
   〇2023 年度 玄海原子力発電所 原子力防災訓練計画に基づく通報訓練（要素訓練）の実施に

ついて 

以 上 





 添付１  

これまでの通報訓練で得られた改善事項 

年度 対象プラント 改善事項 

2022 年度 玄海 

・正確な通報連絡文を作成するため、通報連絡文作成者及び通報連絡文を確認する発電所対策本部要員
が通報連絡文に記載すべき時刻を正確に情報入手できるよう、EAL該当事象の発生時刻や発出したEAL
の判断時刻を一元的に管理する一覧表を作成し、確認する要員を配置するとともに、発電所対策本部
要員が閲覧しやすい箇所へ掲示することで共通認識を図ることを検討する。 

・通報連絡文の記載内容を確認するポイントを整理するとともに、通報連絡文の作成ブースに掲示する
ことで、総括班における通報連絡文の確認の徹底を図ることを検討する。 

・発電所で使用している「通報連絡文の記載例」に通報連絡文の作成に関する手順及び本事例等を追加
して内容を充実させ、通報連絡文へ記載すべき内容の認識の統一を図ることを検討する。 

・「EAL 該当事象の発生時刻や発出した EAL の判断時刻を一元的に管理する一覧表」、「通報連絡文の
記載内容を確認するポイント」及び「通報連絡文の記載例」を個別教育等で周知を図るとともに、要
素訓練等を通じて通報連絡文作成の習熟を図ることを検討する。 

（2022 年度総合訓練において抽出された課題） 

2021 年度 川内 

・応急措置の実施報告（25 条報告）に記載する事項（設備機器の状況、故障機器の応急復旧、拡大防止
措置等の時刻、場所、内容等）について、具体的な記載内容を整理し、関係者に周知するとともに、
通報訓練（要素訓練）等を通して習熟を図る。 

（2021 年度総合訓練において抽出された課題） 

2020 年度 玄海 
・FAX 送信先にて FAX 送信枚数が不明であり、受信者がページ抜けに気付かない可能性があるため、通

報文右下に「○/△（○：該当ページ数、△：全ページ数）を記入する。 

2019 年度 川内 
・通報連絡文の作成時には、バックデータを確実に用いて数値を含めて確認を実施し、通報連絡文の

記載誤り防止対策の習熟を図る。 
（2018 年度総合訓練において抽出された課題） 

2018 年度 玄海 

・通報様式欄に、詳細な情報を記載したため、文字が小さく読み難くなったことから、内容を簡潔にし、
文字を大きく記載する運用とする。 

・通報様式において、発生した事象に該当する原因を全て選択していたが、事象発生に至った根本原因
のみを選択する運用とする。 

・通報様式の「環境への影響」欄に「－」と記載していたが、環境への影響の有無について不明確であ
るため、状況に応じて「無」等の記載とする運用とする。 

2017 年度 ― 改善事項なし 
2016 年度 ― 改善事項なし 

2015 年度 玄海 
・全ての交流母線からの電気の供給が停止した場合における AL25、26 該当要否について判断に関する

整理を行う。 
（次年度、防災業務計画の修正を実施（判断の明確化）） 

 




